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様式１　　平成　２７　年度　　学校評価結果報告書　（最終）

学校名 須賀川市立大森小学校 未来をひらく(世界にはばたく）豊かな創造性と確かな判断力を持ち，心身ともに健康で何事にも責任をもってやりぬく子ども

岡﨑　秀明 ○　進んで学習する子ども　　　　○　心もからだも健康な子ども　　　○　責任を持ってやりぬく子ども

「小中一貫教育」
須賀川モデルの推進
(幼・小連携の同時進

行)

○良好
○小中一貫教育須賀川モデル推
進には良いと思う。大東地区の地
域活動が活発になることを期待し
ている。

「学校教育の重点」
との関連

評　　　　　価　　　　　計　　　　　画 評　　　　価　　　　結　　　　果
評価方法及び達成指標

安全・安心な
教育環境の確保

○行政区の協力のもと，積極的
に取り組んでいると評価できる。
○良好
○通学路の安全確保に全職員で
真剣に取り組んでいる。
○保護者と連携も必要かと考え
る。

○共通実践事項と合同事業等の推進状況
　・学習習慣・生活習慣についての課題
　・合同事業（ボランティア活動）の実施
　・家庭や地域との連携事業の実施
○三校一園PTA協議会での協議事項の実践
　・メディアコントロール推進の実施

○子どもの安心・安全を第一に考え，事件・事故の
未然防止に努めるとともに，危険発生時には適切な
対処により，被害を最小限に食い止める。

○防災教育・放射線教育の充実を図る。

○事故の確認・報告
　・交通事故０　・学校事故０
　・｢危険発生時対処要領の活用｣(職員会議等)

○週案での実施状況の確認
◎学校評価アンケート該当項目（満足度９５％）

○下校指導・学区巡回による交通事故・不審者対策（全職員）
　・通学路点検・集団登下校の指導（毎日）
　・施設設備の点検・管理（毎日）
○定期的な「危険発生時対処要領」の確認
○防災教育・放射線教育の資料等の提供（教務主任）
○防災教育・放射線教育の確実な実施（担任・教務主任）

○大東中学校区の課題を明確にし，共通理解を深
めるとともに，共通実践事項・合同事業・家庭や地
域との連携事業を進める。

○中学校区の幼小中連携協議会を開催し，共通理解及び連携
事業を具体化する。（管理職・全職員）
　・Q-Uの活用，「学びのこころえ」「生活のこころえ」等の作成
○三校一園PTA協議会での情報交換と「家庭のこころえ」等の
実践推進（PTA担当，担任）
　・メディアコントロール実践カードの活用

○登校時（校長）下校時（担任・養護教諭）の引率指導，通学路安全点検（教頭・教務主任による車
での巡回）を毎日実施した。また，通学路の危険箇所については，地域と連携し解消に努めた。
○危険発生時対処要領は，避難訓練の起案時に全職員で該当箇所の確認を行った。
○全校生で防災に関するDVDを視聴，津波防災の日に緊急地震警報対応の訓練を実施した。
○学校評価アンケート（保護者）の結果は，９８．９％であった。
●さらに危険発生時対処要領への共通理解を図る場を設定していく。

○連携協議会において「Q-U」についての講演を視聴し，授業の基盤となる学級づくりについての共
通理解を図った。また，分科会において，「授業のこころえ」「学びのこころえ」「生活のこころえ」等に
ついて協議し，共通理解を深めた。
○メディアコントロールについては，実践カードをもとに，中学校区の幼小中で足並みをそろえた取
り組みを行うことができた。
○小中合同のボランティア活動（地域の美化活動）を実施した。
●次年度は，乗り入れ授業，または出前授業等授業レベルでの交流を深めたい。

特別支援教育
の推進

○特別な教育的ニーズの必要な子どもの実態把握
と「個別の指導計画・支援計画」に基づく障がいに
応じた指導改善を:行う。
○特別支援教育についての校内体制を整備し，関
係機関との連携を図りながら，指導を充実させる。

○特別支援教育委員会での支援体制の確立及
び実践状況の確認
　・実態把握と支援体制の明確化
　・「個別の指導計画・支援計画」の作成状況
　・支援員の配置　・T・Tの実施状況
　・校内研修の実施

○良好
○学校としては前年からさらに進
んでいるようなので継続を期待し
たい。

確かな学力の育成

○特に算数の内容が大いに評価
できる。少人数の学校だからこそ
取り組めることをさらに生かして
ほしい。
○良好
○学力が市の平均を上回ってい
るとのことで，成果が上がってい
ることが分かり，保護者の一人と
してうれしく思う。

○校内授業研究会での評価
○人事評価システムの面談
　･一人学び時間の確保(100％)
　・定着確認シートの正当率（８０％以上）
　・音声言語表現力向上の実践（100％）
　・家庭学習の定着（ﾁｪｯｸｶｰﾄﾞの活用100％）
　・ｱﾝﾀﾞｰｱﾁｰﾊﾞｰ０（100％）
○学校評価アンケート該当項目（満足度95％）
◎学校評価アンケート該当項目（満足度９５％）

○確かな力を身に付けさせる「分かる・できる授業」
を目指す，授業改善を行う。
　・主体的な学習態度の育成
　・基礎的基本的知識・技能の習得の徹底
　・思考力・判断力・表現力の育成
○言語活動の充実を図り（協同的な学び），自分を
表現できる子どもを育成する。
　・自らめあてを持って取り組む児童の育成
　・他のよさに気づき，高め合う態度の育成

○各学級における特別な支援が必用な児童については，特別支援教育委員会において共通理解
を図り，支援員の配置や取り出し指導等の具体的な校内体制を整えることができた。
○保護者との教育相談を定期的に開催（担任・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）し，連携を図ることができた。
○「個別の指導計画」を作成し，短期目標を明確にして指導に当たった。
●次年度は，講師を招聘するなど，充実した特別支援教育の研修を行いたい。

○校内授業研究の研究体制が確立し，全学級で講師招聘授業研究会を実施し，授業改善への取
り組みがなされた。
●定着確認シートの集計結果等を見ると算数に対して国語の正答率が低かった。
○生活ﾁｪｯｸシートの活用が定着し，家庭学習の習慣化が図られた。
○板書事項を中心に，本時のめあてと学習活動との整合性を図ることができた。
●スタンダードカリキュラムは教科書が変わったこともあり，現在見直しを進めている状況である。
●ＩＣＴ活用については，教員による個人差が大きい。研修の機会を持つなどして活用かを図りた
い。
○行事での発表の場の確保，学年集会での群読発表，学級での１分間スピーチの実施など，音声
言語表現力を高める場を設定することができ，子どもたちの自信につながった。

○特別な支援が必用な児童の把握（担任・ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ・管理
職）
○「個別の指導計画」の作成と支援員の配置
○「個別の支援計画」の作成と家庭との連携（教育相談の実
施）
○T・Tや取り出し指導等，個に応じた支援の実施
○特別支援教育の研修の実施○授業改善のための校内研修体制の確立と講師招聘授業研
究の実施（研修主任　学年各１回：算数）
○「定着確認シート」の活用（各担任）
○スタンダードカリキュラムの自校化（教科主任・教務主任）
○ＩＣＴ活用（ﾊﾟｿｺﾝ室の活用１０回以上）（各担任）
○学力調査の実施と分析・活用（研修主任・担任）
○生活ﾁｪｯｸシートの活用（家庭学習）と家庭との連携（担任）
○群読・１分間スピーチ等，音声言語活動への取り組み（担任）

豊かな心の育成

○思いやりのある豊かな心を育
てるには，学校教育だけでなく家
庭における”しつけ”など，家庭と
の連携が必要だと思う。
○良好
○痛ましい事件・事故が毎日のよ
うに起きている。一人一人の命の
大事さを受け止め，思いやりをも
つ子供が増えることを期待する。

○道徳の年間指導計画の別葉作成（担任・道徳教育推進教
師）
○道徳教育の学級計画の作成，学校教育全体を通して行う道
徳教育の推進（担任・道徳教育推進教師）
○児童会でのオアシス運動の推進（児童会・全職員）
○生徒指導上の問題の早期発見と組織的な対応（担任・生徒
指導担当・管理職）
　・生活アンケート調査の分析と教育相談の実施
　・定期的な生徒指導会議の開催
○体験活動の推進（行事・体験活動推進部）
○読書推進事業の推進（図書担当）

○授業参観の年間計画を作成し，年１回の道徳の授業公開を計画，実施できた。
○校長・教頭が道徳の授業に参加し，学習の充実を図った。
●別葉については，見直し，さらに活用を図っていけるようにしたい。
●元気なあいさつについては，児童の自己評価が上がったものの，さらに習慣化を図りたい。
○生活アンケートの結果等をもとに，いじめの早期発見，早期対応に取り組むことができ，現在，解
消されている。いじめ防止対策委員会も機能し，組織的な対応ができた。
○緑の活動等，行事で予定された体験活動は，事前の準備を計画的行い，充実した活動となった。
○朝の読書の時間に全校生が読書に親しむ時間を設定した。また，担任外教師による読み聞かせ
や読み聞かせボランティア，図書室ボランティアの活用を図り，読書を推進することができた。

○道徳の時間の充実と児童の内面に根ざした豊か
な人間性を育成する。
　・思いやり・親切　・節度ある生活態度
　・生命の尊重　　　・公徳心・規則の尊重
○体験活動の充実を図り，道徳的実践の場を確保
する。
○きめ細かな生徒指導の充実に努め，いじめ・不登
校０を継続する。

○道徳の授業の確実な実施
　・教育課程の実施（週案による確認１００％）
○道徳の授業公開１回以上（保護者・管理職）
○別葉の作成（100％）
○体験活動の反省（行事反省）
　・地域学習　・森林環境学習　・緑の活動　等
○児童への学校生活アンケートの実施
　・いじめ０　・不登校０
◎学校評価アンケート該当項目（満足度100％）

健やかな体の育成

○良好
○運動量は体育だけでは足りな
いと思う。スポーツ競技に置い
て，他校に少し及ばないように思
う。

○日常的な体力作りの場の設定（体育主任）
　・運動身体プログラムの実施
　・業間体力づくりの実施
○歯磨きカード等の活用と個別指導（養護教諭・担任）
○食育についての保護者への啓発活動（食育担当）
○食育など基本的な生活習慣の調査（各担任・養護教諭）

○業間マラソンを，曲に合わせて実施するなど，工夫した取り組みにより，全校生が運動に親しむ
場を設定できた。学校評価アンケートでは，毎日運動に取り組んでいるが，９８％であった。
○給食試食会の場において，保護者向けの食育の講話を行うことができた。家庭の食生活の改善
を期待しているところである。朝ごはん摂取率は１００％であった。
●全国歯みがき大会への参加，歯科衛生士による歯みがき指導，歯みがきカレンダーの活用等，
指導の充実が図られたがむし歯治癒率は６８％であった。保護者への勧告を続けたい。
●学校評価アンケートではめあてをもって運動するがやや低い。授業では身体運動プログラムの活
用が図られているが，次年度は，本校の課題に対して重点化を図っていきたい。

○体育の授業の充実を図り，体力・運動能力の向
上を目指す。

○望ましい食生活や規則正しい生活習慣を確立す
る。

○体力･運動能力の向上策の実施状況調査
　・運動身体プログラムの実施（100％）
　・業間で体力づくり実施（100％）
○生活チェックシートの活用状況
　・早寝・早起き・朝ごはん（100％）
○むし歯治癒率（８５％）
○食育指導の実施（100％～年間計画による）
◎学校評価アンケート該当項目（満足度100％）

地域とともにある学校

○子どもたちのために，今後も，
地区の各種団体と連携して活動
してほしい。
○良好
○さらに，保護者以外の若者との
接点もあってよいと思う。

○地域との触れ合いを通して，地域を誇りに思い，
地域を大切にする子どもを育てる。

○学校と地域との連携を深め，開かれた学校を目
指す。

○各種学校行事への地域住民の参加状況
○地域を学習の場とした学習活動の実施状況
　・学校行事　・見学学習　・探索活動
○地域への情報発信

○学校評議員からの意見聴取

教職員の資質・指導
力

の向上

○子どものために絶えず研修に励み学び合う教師
を目指す。
　・学習指導法の向上
　・学校経営力の向上
　・職務遂行能力の向上
○教職員の不祥事防止に全力で取り組む。

○人事評価システムの面談（３回実施）
○研究授業における事前・事後指導
　・講師招聘による授業研究（各１回）
○各種研修の伝達の場
　・一人１研修への参加（全職員）
○服務倫理チェックシート　　　・不祥事０

○「特色ある学校づくり事業」を活用した講師招聘による授業研
究の推進（研修主任・管理職）
○普段からの授業参観と授業改善のための話し合い（全教職
員）
○市教育研修センター研修への参加促進（管理職）
○ＯＪＴによる授業の改善（日常の授業：管理職）
○校内服務倫理委員会の充実（管理職）

○小規模校のメリットを大いに生
かして，外部講師の招聘など取り
組みを積極的に進めてほしい。
○良好
○教職員の資質・指導力向上に
ついては，真剣に取り組んでいた
だいていると思う。

○ボランティア活動（花苗植え）は，地域長寿会との共同作業で実施し，子どもたちに自分たちの地
域の美化を意識させることができた。また，小中合同ボランティア活動で，地域の落ち葉はきを行っ
た。
○ＨＰによる情報発信や学校だよりにより，学校教育の様子を地域に発信することができた。
●三校一園PTA連絡協議会を通して，中学校区の連携を保護者にも呼びかけている。さらに，小中
一貫教育に基づく，地域との連携を推進していきたい。

○講師招聘の授業研究会を通して，授業改善の推進を図ることができた。
●小中一貫教育の協議会で，学習習慣や生活習慣についての共通理解を図った。小中の接続を
意識した授業を実践することで各自の指導力向上に結びつくようにしたい。
○校長による教室訪問を毎日実施し，授業改善へのアドバイスを行っている。
○市教育研修センターのセミナー研修に全職員が参加し，研修に取り組むことができた。
○校内服務倫理委員会の定期開催を行い，不祥事防止に努めた。

○学校評議員会の開催（管理職）
○地域住民との触れ合い活動の推進（教務主任）
　・ボランティア活動　・触れ合い授業　・各種行事への招待
○情報発信（管理職）
　・ＨＰ（毎日）　・学校便りの配布（月２回）
○校外学習の計画（各担任）

●算数に加え国語の学力向上に努めたい。
●小中一貫教育の推進については，作成した「こころえ」をもとに，共通理解に基づいた授業実践を行っていきたい。さらに，小中の接続を深
めるために，乗り入れ授業や出前授業を計画的に実施したい。
●ＩＣＴのさらなる活用を図るため，ＩＣＴの活用に視点を当てた授業研究の実施など，教員の研修の場を設定したい。
●あいさつ運動の充実を図り，さらに，元気なあいさつができる明るい学校づくりに努めたい。
●むし歯治癒率の向上，体力・運動面の課題の解決など，健康面の向上を図りたい。

○職場の共同意識が高く，風通しのよい職場となっている。
○生徒指導委員会，いじめ防止対策委員会等，組織的な取り組みが機能している。
○小中一貫教育推進については，教職員レベルでは前進が見られた。さらに，授業レベルでの交流が図れるようにしたい。
○学習支援ボランティアの活用，地域長寿会との連携等を通して，保護者や地域との連携を深めることができた。
●給食調理施設・設備，プール等，老朽化が見られる場所があるため，計画的に修繕に取り組んでいきたい。

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項 次　年　度　へ　の　課　題


